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１．はじめに 

環境に配慮した港湾整備が各地で進められているが，大半の防波堤や護岸は直立壁であり，大型海藻は少

ない．本研究では既存の構造物に簡易な改良を行って藻場機能を付加するための方法を検討し，福島県小名

浜港内の沖合防波堤に海藻着生基盤を設置して着生試験を行った．結果，着生基盤の藻場造成への有効性が

認められ，海藻生育の有効水深を鉛直面ごとに解析を行い，藻場造成の技術を確立のための知見を得ること

ができた． 

２．方法 

2.1 着生基盤の形状と設置 

着生試験場所は図-1 に示すように福島県小名浜港内の第三南防波

堤の北西側で，天然藻場のアラメ藻場からは約 1Km 離れた沖合に位置

する．水深約16mの海底に設置された大型ケーソンの壁面の水深3，5，

7，9m に棚状の着生基盤を合計 8基設置した． 

着生基盤の形状は図-2 に示すように光条件の改善と大型海藻の安定し

た支持基盤となることを目的として，奥行き 0.3m，幅 1.0m，高さ 0.1m の

コンクリート製の棚状のもので，表面に海藻種苗を設置し易いように軟質

材を埋め込んである．Aタイプは壁面と基盤を密着させ，Bタイプは浮泥等

の堆積防除や潮通しのために壁面から約 10cm の隙間を設けて設置した（平

成 13 年 12 月 20 日施工完了）． 

2.2 種苗移植 

当該海域の環境条件を調査検討した結果，対象海藻は大型になり藻場を

形成するアラメとした．自然なアラメの加入も見込まれたが，天然岩礁域

から約1Km も離れているため，種苗移植することにした．移植方法は約3mm

のアラメの種苗をつけた種糸をロープに巻きつけ，着生基盤の軟質材部分

にステプラーで貼り付けた(平成13年12月21日移植)． 

2.3 環境条件 

試験場所の水温，塩分，透明度，基盤の安定性などは，既存知見や実測結果からアラメの生育環境に十分

適合していた．しかし，着生基盤を設置する壁面の波浪条件と光条件とは試験結果から判別することとした．

なお，周辺岩礁域の天然アラメの生育水深は上限は波当りから大潮干潮時の水面付近であり，下限は光環境

から水深約 9m程度，通常群落が維持できる下限は水深約 5mであることが確認されている． 

３．結果と考察 

3.1 基盤の形状と設置 

着生基盤の設計に際しては，小名浜港沖合で実測された 15年間の波浪統計データから最大波高を求めて設計

波とした．着生基盤は施工から 1年 3ヶ月の試験期間中の最大波高 11m に対しても安定し，海藻の着生基盤 
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表-1 日積算光量子量  
単位：Em-2day-1

水深ｍ 西 北 東 南 基盤
0.0 4.1 3.0 20.7 24.9
1.0 2.9 2.1 15.2 18.2
2.0 2.1 1.6 11.1 12.4
3.0 1.7 1.3 8.1 9.0 1.9
4.0 1.3 1.0 6.3 6.6
5.0 1.0 0.8 4.5 5.0 1.7
6.0 0.9 0.7 3.5 4.2
7.0 0.7 0.5 2.7 3.6 0.6
8.0 0.6 0.4 2.2 2.9
9.0 0.5 0.4 1.6 2.4 0.5
10.0 0.4 0.3 1.3 1.9
11.0 0.3 0.3 1.1 1.6
12.0 0.3 0.2 0.9 1.2
13.0 0.2 0.2 0.7 1.0
14.0 0.2 0.2 0.6 0.8
測定日 11月11日
全天 11.8
日射量 MJ/㎡

11月7日　（透明度10ｍ）
13.1
MJ/㎡

としての耐久性が確認された．設置方法は着生基盤を隙間なく付けるよりも隙間を持たせてある方が海藻の

生育には若干ではあるが生長が良い結果が得られ，食害動物のウニの集積を妨げる可能性が示唆された． 

3.2 鉛直面の方角と適正水深 

防波堤では鉛直面の方角によって太陽が当る時間が異なり日照時間

に大きな差がみられた．各方向の壁面については垂下式光量子計で光量

子量を測定し，日積算光量を概算して表-1の結果を得た．水面直下の水

中光量 I0は全天日射量 Srから求めることができる． 

    I0＝Sr×0.42×0.79×0.2÷0.0428  

小名浜測候所によると当日の日射量は 13.1MJ/㎡で，上式から水面直

下では光量は 20.3 Em-2day-1となる．減衰率を 20％として換算すると天

然岩礁域のアラメ群落下限水深 5mでは 4.06 Em-2day-1の光量があること

になる．これは防波堤の南側壁面の水深 6m，東側の水深 5m に相当して

いた．また，着生基盤上に設置型光量子計で光量を計測したが水深 3m

と 5m で基盤を設置することで壁面よりも光条件が良好になっていることが判った．ただし，上記の資料は晴

天 1日だけから得たもので，透明度，対象種の衰退期などを考慮して，月平均データから藻場造成可能な水

深を検討する必要がある。 

3.3 移植種苗の生残と生長 

移植したアラメは水深 3～7m で生育し，3m で多く生残していた．大きさは 3m では 8～9 月に全長 23 ㎝に

生長したが，5～7m では 10cm 以上には生長せずに流出した．その後は見かけ上伸長していない。基盤上には

設置後の春からムラサキイガイやフジツボ類が多く，移植したアラメと競合して生育を阻害していた。流出

原因は強い波浪によるもので，あまり伸長しないのは光量不足と考えられた。 

3.4 天然種苗の集積 

着生基盤では，これまでなかった天然アラメが，7月に水深3～9m の着生基盤で視認でき，9mでも全長3cm

であった．5～7m の基盤前面部分に多くみられ，生長が良かったのは移植種苗と同様光条件の良い3mで，9

月に16cm に伸長したが，11月にはすべて流出した．また，春に既存壁面の付着生物を除去したところ，夏

に5～9m で1cm 程度のアラメがみられた．アラメの胞子放出時期は秋であり，付着物除去した壁面の窪みな

どに非常に小さい配偶体や胞子体の形で付着していたものが，競合生物がなくなり視認できるまでに生長

したと考えられた． 

４．まとめ 

(1) 防波堤壁面には1km 離れた岩礁域からアラメの種苗が供給されるが，光不足と波浪によって生長生残で

きない状態にあった．しかし，棚状構造の着生基盤を設置することで，海藻種苗の集積を促し，光条件

を改善することができた． 

(2) アラメの生育下限の光条件を11月の観測データで試算した．今後，壁面の方角別に月平均日積算光量を

概算して，鉛直面での造成適正水深を決定することが必要である． 

(3) 棚状構造物を直立壁面に固定することは，鉛直面での藻場造成の手法として利用できることが確認され

た．今後は堤体上部の高さと直立壁の方角，光の減衰率，構造物の張り出し効果を数値化して，直立壁

面への藻場造成の適正水深や基盤の大きさ等を検討していく予定である． 
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